
こ
の
夏
は

山
崎
文
庫

を
読
破
し
よ
う
！

「

」

公
文
書
館
閲
覧
室
に

「
山
崎
文
庫
」
の
複
製

、

本
一
二
三
冊
が
は
い
り
ま
し
た
。

「
山
崎
文
庫
」
は
、
県
職
員
を
務
め
な
が
ら

地
方
史
を
研
究
し
た
山
崎
真
一
郎
氏
（
一
九
〇

二
〜
一
九
六
二
）
が
収
集
し
た
史
料
群
の
総
称

の
こ
と
で
、
全
部
で
一
二
五
〇
点
あ
り
ま
す
。

山
崎
氏
は
『
秋
田
県
史
』
の
維
新
編
・
明
治

編
を
執
筆
し
た
こ
と
か
ら

「
山
崎
文
庫
」
に
は

、

。

そ
の
た
め
の
資
料
や
原
稿
が
数
多
く
あ
り
ま
す

（
山
一
八
八
・
山
一
八

「
秋
田
県
史
資
料
雑
纂
」

「
県
史
編
纂
資
料

水
産

久
六
嶋
・
八
郎

九
）

潟
・
十
和
田
湖
」

「
維
新
前
後
史
料

（
山
二
三
八
）

飛
耳
記
・
蟷
螂
日
記
共
」

「
戊
辰

（
山
三
一
二
）

（
山
三
一
四
）
が
そ
の
一
例
で
す
。

記
録
雑
纂
」

歴
史
関
係
以
外
に
も

山

「
学
校
沿
革
調
査
書
」（

八
三
七
〜
山
八
四
四
）
を
は
じ
め
と
し
た
学
校

関
係
の
資
料
が
あ
る
の
は
、

山
崎
氏
が
『
秋
田
県
史
』
文

芸
・
教
学
編
執
筆
の
準
備
に

携
わ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

「
山
崎
文
庫
」
に
収
め
ら
れ

て
い
る
史
料
は
、
歴
史
に
は
興
味
が
あ
る
け
れ

ど
、
く
ず
し
字
を
読
む
の
が
苦
手
だ
と
感
じ
る

方
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

、

こ
う
い
っ
た
山
崎
氏
に
よ
る
自
筆
の
原
稿
は

ほ
と
ん
ど
が
鉛
筆
や
万
年
筆
で
書
か
れ
て
い
ま

す
。
鉛
筆
や
万
年
筆
は
、
墨
と
は
違
っ
て
永
久

に
残
る
も
の
で
は
な
く
、
将
来
文
字
が
う
す
く

な
り
、
み
え
な
く
な
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
将
来
利
用
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
の
あ
る

史
料
を
中
心
に
複
製
本
を
作
成
し
ま
し
た
。

複
製
本
の
中
に
は
、
昭
和
三
二
年
か
ら
三
三

年
ま
で
の

（
山
一
八
五
・
山
一
八

「
新
聞
切
抜
」

六
）
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。
山
崎
氏
が
関

心
を
も
っ
た
新
聞
記
事
の
切
り
抜
き
を
集
め
た

も
の
で
す
が
、
当
時
の
広
告
も
収
録
さ
れ
て
い

て
、
古
文
書
が
読
め
な
い
人
で
も
ノ
ス
タ
ル
ジ

ッ
ク
な
気
分
が
味
わ
え
る
、
お
す
す
め
の
一
品

で
す
。

こ
の
夏
は
、
冷
房
の
き
い
た
涼
し
い
公
文
書
館

閲
覧
室
に
足
を
運
び
、
山
崎
氏
が
残
し
て
く
れ

た
も
の
を
じ
っ
く
り
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

（

）

後
藤
富
貴

古文書倶楽部 第 号 （ 年 月）3 2005 7

【発行】

秋 田 県 公 文 書 館

古文書班

２００５．７

第３号

「山崎文庫」複製本は閲覧室奥にあります お気軽にご利用ください



天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
七

月
十
日
、
渋
江
和
光
は
宇
都
宮

帯
刀

真
壁
又
十
郎

中
安
内
蔵

、

、

た

て

わ

き

な

か

や

す

く

ら

ら
秋
田
藩
の
上
級
家
臣
十
五
名。

で
砲
術
稽
古
を
行
っ
て
い
ま
す

内
蔵
殿
こ
し
あ
ん
の
餅
沢
山

く

ら

た

く

さ

ん

茶
共
に
持
参
い
ず
れ
も
給
候

た

べ

例
之
通
二
種
の
肴
、
内
一
種

精
進
物
・
酒
二
升
な
り

八
寸
一
つ
、
五
寸
二
つ
、
五

寸
の
台
三
つ
に
て
、
我
等
五

寸

二
つ
中
り
也
、
少
々
勝

あ

た

か

ち

申
候

酒
を
呑
み
、
あ
ん
こ
餅
を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
的
を

狙
う
侍
の
姿
は
、
ま
さ
に
天
下
泰
平
。
他
の
砲
術
稽

古
の
記
事
を
探
し
て
も
、
ノ
ン
・
ア
ル
コ
ー
ル
の
日

は
全
く
な
い
の
で
す
。

見
て
く
だ
さ
い
、
こ
の
緊
張
感
の
無
さ
を
！

更
に
渋
江
和
光
、
続
け
て
塩
谷
伯
耆
の
欠
席
に
つ

し

お

の

や

ほ

う

き

い
て
書
い
て
い
ま
す
。

塩
谷
伯
耆
殿
よ
り
わ
ざ
わ
ざ
手
紙
に
て
、
下
痢
の

所
痔
疾
に
て
立
居
迷
惑
に
付
、
申
し
訳
申
し
来
た

「砲術稽古は遊び感覚!?」
渋江和光日記
刊行本・第１２巻

〈７月〉より

り
候

そ
れ
に
し
て
も
塩
谷
伯
耆
、
ま
さ
か
百
六
十
六
年、

後
に
お
尻
の
状
態
が
暴
露
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
は

ゆ
め
ゆ
め
思
わ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

（
塩
谷
伯
耆
、
も
っ
て
瞑
す
べ
し

「
そ
ん
な
こ
と

。

は
シ
リ
た
く
な
い
…

）
」

．
．

＊

史
料
中
の
「
台
」
は
、
他
の
砲
術
稽
古
の
記

事
に
「
桶
台

「
箱
台
」
を
使
用
し
た
と
あ
る
の

」

で
、
火
縄
銃
を
台
に
置
い
て
撃
つ
射
撃
法
が
あ

。

（

）

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す

畑
中
康
博

古
文
書
こ
ぼ
れ
話

手
元
に
、
表
紙
も
奥
付
も
欠
け
て
い
る
、
江
戸
末

期
に
出
版
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
書
簡
文
の
手
引
き

書
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
書
簡
の
基
本
的
な
作
法
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。
古
文
書
解
読
の
際
の
参
考
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

ま
ず
料
紙
に
つ
い
て
は
、

竪

紙
・
折
紙
・
切
紙

た

て

お

り

き

り

が
あ
り
ま
す
。
竪
紙
は
、
全
紙
を
横
長
に
置
い
て
書

き
ま
す
。
右
側
を
「
袖

、
左
側
を
「
奥
」
と
呼
ん
で

」

そ

で

お

く

い
ま
す
。
折
紙
は
、
全
紙
を
横
に
二
つ
折
に
し
て
書

き
ま
す
が
、
こ
の
場
合
は
折
目
が
下
に
な
り
ま
す
。

略
式
の
使
い
方
だ
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
が
一
般
的
だ

っ
た
よ
う
で
す
。
切
り
紙
は
、
縦
ま
た
は
横
に
切
っ

て
用
い
た
も
の
で
す
。

次
に
差
出
人
や
宛
名
が
連
名
の
場
合
で
す
が
、
差

出
し
側
が
連
名
の
場
合
は
、
位

（
身
分
）
の
低
い
人

く

ら

い

物
か
ら
順
に
書
き
、
高
い
人
物
が
最
後
に
書
か
れ
ま

す
。
宛
名
の
場
合
は
そ
の
逆
で

位

（
身
分
）
の
高
い

く

ら

い

人
物
か
ら
順
に
書
か
れ
、
低
い
人
物
が
最
後
に
な
り

ま
す
。

月
日
の
書
き
方
に
つ
い
て
は
、
月
日
の
下
に
差
出

、

、

人
の
名
を
書
き
ま
す
が

連
名
の
場
合
に
つ
い
て
は

二
人
の
時
は
、
二
人
の
名
前
の
上
部
中
間
に
書
き
、

三
人
の
時
は
、
二
人
目
則
ち
真
ん
中
の
名
前
の
上
部

に
書
き
ま
す
。
大
勢
の
場
合
は
、
一
人
目
と
二
人
目

の
中
間
上
部
に
書
き
ま
す
。
こ
こ
で
紙
数
が
尽
き
た

、

。

（

）

の
で

続
き
は
次
号
し
ま
す

嵯
峨
稔
雄

夏
に
な
り
ま
し
た
。
古
文
書
解
読
講
座
が
七
月
の
末
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
く
ず
し
字
に
触
れ
、
自
分
が
住
ん
で
い

る
地
域
の
歴
史
を
直
接
読
み
と
っ
て
、
過
去
と
つ
な
が
る

今
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
内
藤
）
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